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がら 6 世紀から 7 世紀にかけて朝鮮半島からの多くの亡命貴族を実務官僚として採用することによ































とあるように、1592 年（文禄元年）から 1598 年（慶長 3 年）までの豊臣秀吉の朝鮮侵略（壬辰戦争）
で拉致された朝鮮人被擄人が日本人に混じって居住していた。
　また唐通事の多くは在留中国人の子孫であったが、鉅鹿（Ōga）家の初代であった魏九官（之琰）





















1689 年（元禄 2 年）に来航中国人が唐人屋敷に収容されるまでは中国人に対しても身体刑が課せ
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1715 年（正徳 5 年）の幕府による正徳新例の発布により、長崎に来航する中国船はそれまでの
59 隻から 30 隻に制限される。これによって同年 11 月から長崎での取引を拒否された中国船が北
部九州の沿岸に密貿易を目的としてとどまり漂流する事件が続発するようになった。その数は翌
1716 年（享保元年）1 月には 5 隻、2 月には 13 隻、3 月には 18 隻と次第に増加していった 10。
このため九州の大名を監督する立場にある小倉藩は同年 3 月 1 日に長崎における藩の代表である
長崎聞役を通じて「漂流之唐船三領相催シ追払ヒ然ルベク候 11」と福岡藩に合同での取り締まりを
提案するが、福岡藩は「江戸ヨリ御下知之レ無キ以前三領相催シ追払ノ儀ハ見合モコレ有ルベキ 12」
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　その結果、福岡藩はその後も単独で中国船を追い払おうとしたが、1717 年（享保 2 年）12 月に
はついに中国船の船員 10 人ほどが夜間に上陸する事件が起きた 17。
1718 年（享保 3 年）1 月幕府は中国船に対する銃撃を許可するとともに 3 藩合同の作戦を実行
させるための指揮官として目附の渡辺久倫（外記）を現地に派遣した。
2 月 10 日に渡辺が到着し、3 月 15 日に初めて 3 藩での打ち払いが実行された。その後、3 月 28 日、
4 月 16 日にも 3 藩合同の打ち払いが実行され、特に 4 月 16 日の打ち払いで福岡藩はついに中国船
1 隻を沈めて乗組員を殺傷している。




この結果、翌 1719 年（享保 4 年）には中国船はいったん姿を見せなくなり、3 月以降 10 月まで

























5 月 13 日 3 藩の沖合いの 7 隻の中国船に対して、この年初めての 3 藩合同による打ち払いが実
行されたが、なお福岡藩と小倉藩の領海の境界上に 5 隻が留まっていた。そこで翌 6 月今度は福岡
藩・小倉藩の 2 藩での打ち払いが計画されたが、17 日夜に小倉藩が単独であらかじめ捉えた密貿
易商人を囮に使って沖合いから誘引した中国船の船長ら 3 名を捕らえることに成功した。そこで福
岡藩は 22 日に領海に逃げ込んだ 1 隻を発見し、夜になって大砲を「兼て期したる如く、きひしく」














と、中国船撃沈の責任を追及されることを恐れた家老の吉田式部 (Yoshida Shikibu) の主張によ
って、福岡藩は最初から撃沈を意図してはおらず、あくまでも火災による沈没であったと回答して
いる。















　1707 年（宝永 4 年）6 月 4 日、福岡藩領博多の船が下関を経て対馬に向かう途中遭難し、朝鮮
の釜山近郊の鳴旨島に漂着した。乗っていた 3 名の日本人は慣例にしたがい、釜山の倭館で対馬


















































　この漂着事件は 9 月 29 日になって幕府の長崎奉行から福岡藩の長崎聞役に伝えられ、福岡藩で
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1663 年（寛文 3 年）の事件と同じである。対馬藩では金の処罰を要求できないことから今回は速
やかに吉右衛門の処刑に踏み切らざるを得なかったのである。





　対馬藩の働きかけの結果、11 月 30 日になって幕府の裁定が下り 3 名のうち 2 名は無罪、犯行に
及んだ善四郎は懲役刑と決まった。しかし善四郎に対しても 1 ヶ月後の 12 月 30 日に釈放が伝えら
れ福岡へ帰還することができた 36。
　こうして事件は対馬藩の面目を保つ形で処理され法の執行は見送られたのである。
















1720 年（享保 5 年）の 3 藩による密貿易船の掃討に際して福岡藩は小倉藩の指揮下に置かれる
－ 84 －
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本稿は 2018 年 11 月 15・16 日に韓国学中央研究院蔵書閣において行われた 2018 年度国際共同
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